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ツバキ
たくさんのオシベの奥に蜜があ

る。メジロなどが顔を突っ込んで

蜜をなめ、顔に花粉をつける。

クズ
クズのツルは一年中伸びつづけ、森

も家も覆いつくし、下の植物を枯らし

てしまう。

タンポポ
花が終わったあと、花の柄は

さらに高くなって、ワタ毛を広

げ、風に乗せて種子を飛ばす。

オオオナモミ
ヒッツキムシの代表。トゲの

先が大きく曲がっていて、その

カギで繊維などにひっかかる。

レンゲ
花から花へミツバチなどが訪

れる。このときハチの腹に花粉

をつけ、他の花に運んでもらう。
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